
はじめに
酒匂川の水は、古くから飲料水や農業用水等に利用され、人々の暮らしを支えてきました。
また、かつて氾濫を繰り返し暴れ川と呼ばれていた酒匂川も、今では江戸時代から進められてき

た文命堤や昭和53年に完成した三保ダムなどの治水事業により氾濫は少なくなりました。
その一方で、ダム貯水池内の堆砂の進行、河道形状の変化、海岸侵食など土砂移動に関する様々

な課題が顕在化しています。
この課題を解決するために、神奈川県では、平成16年３月から学識経験者等からなる「酒匂川水

系土砂管理検討委員会」を設置し検討を重ね、河川・森林・ダム・堰・海岸の各管理者の協力を得
て、土砂環境の回復・保全を目的とし、その対応策や仕組みなどを示した「酒匂川総合土砂管理プ
ラン」を平成25年３月に策定しました。

本プランでは、計画策定後約５年間を第１段階、その後の概ね５年間を第２段階、さらにその後
を第３段階とし、実施段階ごとに点検と再検討を行った上で、次の段階に進むこととしています。

平成29年度末で計画策定後５年が経過することから、第１段階の対応内容を点検し、平成30年
度を初年度とする第２段階以降の対応を再検討した上で、本プランを改定しました。

酒匂川における総合的な土砂管理
酒匂川水系における総合的な土砂管理は、山から海までの土砂が移動する場を一体と捉えた流砂

系の特性（量・質・時間）を踏まえて、土砂の移動による災害を防止し、生態環境の回復・保全を
図るとともに、河川の水や海岸の砂浜等を適切に利活用することにより、安全で自然豊かな社会の
実現を目指していきます。

《 基本方針 》

『治水・利水安全度を向上させながら、
生態系に配慮した土砂環境の改善を目指す』

平成30年３月改定



酒匂川総合土砂管理プランの概要
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境の回復・保全

治水・利水安全
度の確保

豪雨等による突発的な課題への対応

山間渓流環境
の悪化

ダム貯水池の
堆砂の進行な
ど

土砂堆積と侵
食

波浪災害への
影響

目標達成に向けた対応策

ダム貯水池の
浚渫など

森林の保全・
再生

河床整理、樹
木伐採

海岸の養浜

土砂管理の目標

土砂移動の回復
・保全

山間渓流環境
の回復・保全

礫河原環境の
回復・保全

河川管理施設
等の安全性の
確保

浮き石環境(
瀬・淵)の回
復・保全

土砂生産域

ダム域

河道域

海岸域

ダム域

河道域

海岸域

総合的な土砂管理の推進に向けた仕組み

・ 酒匂川水系土砂管理検討委員会（学識経験者、関係行政機関等による技術検討）

・ 酒匂川・鮎沢川総合土砂管理推進連絡会議
（河川、森林、砂防、ダム、堰、海岸の各管理者及び流域の関係地方公共団体等の連携）
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酒匂川総合土砂管理プランにおける３つの目標

（３）生態系・利用環境の回復・保全

山間渓流環境、礫河原・浮き石のある河川環境、河口や海岸の環境を回復・
保全し、それぞれの地域で特有の生態系と利用環境の回復・保全を目指します！

（２）治水・利水安全度の確保

著しい流出土砂の抑制、流下断面の確保、ダム貯水池の貯水容量の確保など、
治水・利水安全度の確保を目指します！

（１）土砂移動の回復・保全

出水による流量の変動や河川の攪乱（例えば河床の砂礫の移動）など、河川そ
のものが持つ自然の力により、連続した土砂の流れの回復・保全を目指します！

酒匂川総合土砂管理プランと水循環
平成26年に「健全な水循環（人の活動及び環境保全に果たす水の機能が適切に保たれた状態）

の維持又は回復」等を基本理念とした「水循環基本法」が制定されました。
酒匂川流砂系においては、本プランの基本方針に基づき、総合的な土砂管理に取り組むことに

より「健全な水循環」の維持・回復を実現していきます！



酒匂川流砂系の課題と酒匂川総合土砂管理プランにおける対応策

土砂堆積、澪筋の固定化、樹林化
河床整理・樹木伐採の実施

海岸線の後退（海岸侵食の進行）
養浜の実施

山腹崩壊地・渓流荒廃地等からの土砂流出
森林の保全・再生、砂防堰堤等の整備

河床低下・粗粒化の進行

粗粒化の進行・礫河原の減少

現在の課題
現在の対応策

河道域
○置き砂

三保貯水池に流入する河川（貯砂ダム等）に堆
積した土砂を下流の河川に移動させることで、連
続した土砂の流れの回復・保全を図ります。
○堰上下流の浚渫

堰上流に堆積した土砂を下流河道域や海岸域に

移動します。
○河床整理

河川断面を確保し、河川管理施設等の安定、礫

河原等の回復・保全に努めます。

海岸域
○海岸の養浜

三保貯水池や飯泉取水堰の浚渫等により発生

する土砂の有効利用を図りながら、養浜による
砂浜の回復と維持管理を行います。
○西湘海岸保全施設整備事業

国の直轄海岸保全施設整備事業として、岩盤

型SeiSYo工法（岩盤型潜水突堤＋砂礫養浜）に
より、酒匂川から大磯港までの砂浜の回復を図
ります。

河床整理のイメージ図 西湘海岸直轄海岸保全施設整備事業の概要

ダム貯水池の土砂堆積（計画を上回る堆砂）
ダム貯水池（貯砂ダム）の浚渫

土砂生産域
○森林の保全と再生

森林の保全・再生に計画的に取り組んでいくこ
とにより、表層土砂流出の抑制を図ります。
○森林の保全と再生

台風や集中豪雨等に
よる著しい土砂流出の
抑制を図り、土砂災害
を防止します。

ダム域
○ダム貯水池の浚渫

三保ダムの貯水容量を確保するため、貯水池内

の浚渫をします。

透過型砂防堰堤（酒匂川水系 太刀洗川） 貯砂ダムの浚渫

H24年度 H28年度

対応策の事例



エリア 対応策 対応主体 
第１段階 

(平成25～29年度) 

第２段階 

(平成30年度～ 

概ね５年間) 

第３段階 

土 砂 

生産域 

森林の保全・再生 森林管理者    

砂防堰堤の整備 砂防管理者    

ダム域 
ダム貯水池の浚渫 ダム管理者    

排砂施設の調査・検討 ダム管理者    

河道域 

置き砂 
ダム管理者 
河川管理者    

ダムを利用した流量制御 
ダム管理者 
河川管理者    

堰上下流の浚渫 堰管理者    

固定堰の改良 堰管理者    

河床整理 河川管理者    

樹木伐採 河川管理者    

砂利採取規制 河川管理者    

海岸域 
海岸の養浜 海岸管理者 

   

西湘海岸保全施設整備事業 海岸管理者    

内容の見直し    

対応策を実施 回復 

対応策を実施 

必要に応じて、調査・検討 

検討 試行 本格実施 

必要に応じて、調査・検討 

対応策を実施 回復 

必要に応じて、調査・検討 

対応策を実施 回復 

対応策を実施 

対応策を実施 

対応策を実施 回復 

回復 

必要に応じて、内容を見直し 

回復養浜 

維持養浜 

対応策の実施 

段階的な対応
モニタリング等により効果を検証しながら、段階的に目標の達成に向けた対応策を実施していき

ます。

第１段階（平成25年度～平成29年度）の対応内容と成果

喫緊の課題であった平成22年台風第９号による土砂環境変化の回復を目指し、台風第９号により
被災した箇所等の復旧を行い、流出土砂の防止に努めるとともに、河道に堆積した土砂を除去し、治
水・利水安全度の回復を図りました。

【第１段階の主な対応内容と成果】

第２段階（平成30年度～概ね５年間）の対応方針

第２段階は、これまで実施してきた各対応策とその効果・影響を踏まえ、第１段階の対応策を継続
して実施します。

また、連続した土砂の流れの回復・保全のための新たな対応策として、河床低下や河床における岩
盤の露出が著しく、河川管理施設や生物環境への影響が懸念されている河内川（三保貯水池下流）を
対象に置き砂の試行を実施し、土砂動態の把握や環境影響について確認します。

エリア 主な対応内容と成果

土砂生産域
対応策：森林の保全・再生、砂防堰堤の整備

・森林機能の回復効果が発揮された。
・渓流環境の回復・保全、土石流に対する被害軽減が図られた。

ダム域
対応策：ダム貯水池の浚渫

・貯砂ダムの堆砂状況は、概ね回復した。

河道域
対応策：中下流域・堰上下流で堆積土砂の除去、樹木伐採、上流域・床止工設置

・河道の状況は、概ね回復し、現状では農業や水道の安定取水に支障は生じていない。

海岸域
対応策：海岸の養浜

・二宮町の一部の海岸において砂浜が回復した。



～酒匂川水系土砂管理検討委員会～

酒匂川総合土砂管理プランを推進するために、学識経験者、関係行政機関等で構成する「酒匂

川水系土砂管理検討委員会」において、山から海までの流砂系一貫とした土砂管理のあり方や連
続した土砂の流れの回復に向けた対応策について検討を行っていきます。

～酒匂川・鮎沢川総合土砂管理推進連絡会議～

流域が一体となって総合的な土砂管理に取り組むため、静岡県域も含めた河川、森林、砂防、

ダム、堰、海岸の各管理者及び流域の関係地方公共団体等で構成する「酒匂川・鮎沢川総合土砂
管理推進連絡会議」において、酒匂川流砂系の土砂環境に係る状況や流域内で実施する対応策に
ついて情報共有等を図っていきます。

～対応策の実施～
各対応策の実施については、各管理者がそれぞれの計画等に基づき進めていくこととなります

が、流砂系全体での取組みが不可欠であることから、関係機関と連携を図りながら進めていきま
す。

また、実施していく対応策については、目標に対する効果をモニタリングにより確認しながら、
量や質の順応的管理のもと、計画（Plan）、実施（Do）、点検（Check）、再検討（Action）
を行い、必要に応じて内容を見直すこととします。

さらに、豪雨等による突発的な課題の発生時においても、関係機関との連携のもと円滑な情報
共有を図り、状況に応じて適切に対応していきます。

神奈川県 県土整備局 河川下水道部 河川課

〒231-8588 横浜市中区日本大通1 電話 （045）210-1111（代表）

 

Plan（計画） 

 
・現状と課題 
・基本方針（目指すべき姿） 
・土砂管理目標 
・土砂管理対策 
・関係機関との連携方法 

酒匂川総合土砂管理プラン 

Action（再検討） 

 
・土砂移動シミュレーション 
・対策の効果の評価 
・問題点の抽出 
・対策の見直し 

計画・実施の評価 

Do（実施） 

 
・各領域での取組み 

森林の保全再生、砂防堰堤の整備 
ダム貯水池の浚渫 
置き砂、河床整理、堰上下流の浚渫 
海岸の養浜、西湘海岸保全施設 
整備事業 等 

対策の実施 

Check（点検） 

 
・モニタリング 
（物理環境・生物環境） 

計画・実施の確認 

酒匂川総合土砂管理プランの推進に向けた仕組み


